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基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 豊かな農地と産物を活かした農業

本町では、農業にとって気候条件が恵まれ、広大な優良農地や広域農道などのインフラが整備されているなど
の強みがあり、高齢でも元気に働く農業従事者が数多くいます。
一方で、農畜産物の価格低迷など厳しい経営環境から、農業従事者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増
加といった問題が生じています。

経営が安定し農業従事者や就業希望者にとって魅力ある農業を目指します。
また、農業を起点として、加工や販売、観光などの多様な産業が本町で価値を生み出す、付加価値の源泉として
農業が活躍するとともに、多面的機能（良好な自然環境や景観を保全するなど、多様な機能）を発揮することを
目指します。

・多面的機能の観点からも、農業を取り巻く環境の管理体制の構築に取り組みます。
・農用地の計画的利用、耕作放棄地の再生及び利用促進など、農業資源の活用を支援します。
・経営規模拡大やＩＣＴ（情報通信技術）の活用など、生産性向上や作業負担軽減を支援します。
・６次産業化や体験型観光、輸出の促進など、農業の高付加価値化、販路拡大を支援します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

農業土木一般管
理費

建設課
農地や農業用施設の保全と質的向上を図る地域共同の取り
組みを支援します 11,334 11,199 Ａ 2-44

4-06-
3

県営経営体育成
基盤整備事業費

建設課
農産物を効率的に生産・出荷するため老朽化した農道の補修
整備等を実施します 22,500 25,000 Ａ 2-45

4-06-
4

農業委員会活動
費

産業振興課
農業委員会定例会を開催するとともに、委員による現地調査
及び研修を実施します 2,124 2,250 Ｂ  

4-07-
2

水田農業経営所
得安定対策事業
費

産業振興課
水田農業経営の安定を図るとともに、飼料用米・麦・大豆等の
戦略作物への作付転換を支援します。 163 220 Ｂ  

4-07-
3

農業振興対策事
業費

産業振興課
農業振興を推進するため農業振興地域整備計画の適正な管
理や各種農業団体等へ補助等を行います 23,114 25,862 Ｂ 2-42

4-07-
4

農業用水対策事
業費

産業振興課
愛知用水関連施設の維持管理に伴う農家の負担軽減を図る
ため、地元管理のポンプ電力料等の補助を行います 2,542 2,658 Ｂ  

4-07-
5

畜産振興事業費 産業振興課
畜産経営の安定を図るため、死亡牛のＢＳＥ検査及びＣＳＦワ
クチン接種等に係る経費の一部を補助します 368 398 Ｂ  

4-07-
7

環境緑化推進事
業費

産業振興課 住民の緑化に対する認識を高め、環境緑化を推進します 3,300 2,187 Ｂ  
4-07-
8

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9580  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○マルシェや市などに参加し、地元の農産物を楽しみながら購入している（個人）
○休耕地の農場活用活動に参加している（個人）
○規格外や、出荷できない野菜の利用ルートを確保している（事業者）
○旬の地元農産物をメニューや品揃えに取り入れている（個人・事業者）

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①地元野菜はヤナギの売り場ぐらいでしか買ったことが無い。地元農家の一覧（作ってる野菜やその連絡先）があると嬉しい。
②使われていない土地を移住者へ安くわけて、人口を増やす。
③農業を志す町民（または今後移住希望者）に、広く農業体験やこれらを照会する取り組みが求められる。特に現行の法規制など（緩和する特別措置な
ど）を検討し、従事しやすくする。
④太陽光発電や風力発電の乱開発を止めさせる。農道の整備、点検をすすめるなどです。
⑤地域の農家さんから直接購入している。地域の農家さんは大変忙しく、儲かるような情報発信を自ら出来ない状態にある。需要と供給の交合しない部分
をインターネットの活用で、生産物のロスをできるだけ少なくして収益を、上げるサポートをしたい。そこにWin-Winのビジネスモデルを構築したい。…とい
う、創業の支援も国や県でたくさんやっているので、町でも広報や窓口としての役割を担って欲しい。
⑥道の駅設営。農産物等マルシェ出店しやすいものとする。JAとは別とし、カラーを新しいシステムで展開する。活性化のため。
⑦地産地消を条件とした市や店舗の誘致に力を入れてほしい。
⑧専業農家やNPOへの資金援助をお願いしたい。農業だけで食べていけるための援助を。
⑨兼業農家の離農がこれ以上加速すると、周辺農地や農道を維持できない。パイロット農地は大規模の専業農家が活躍しているが、それ以外の農地が
活用されていないし対策も不十分だと感じる。高齢化する兼業農家の離農を食い止めないと、その子供世代は職場がある他の地域に家を建て出て行って
しまう。基本施策２－６「価値ある産業を残す事業承継支援」には農業の後継者についての取り組みが無いようだが、兼業農家の後を継ぎやすくなるよう
南知多独自の政策をして欲しい。
⑩学校、保育所の給食に、もっと地元の新鮮で安全な食材を使う機会を増やして欲しい。野菜も、なるべく有機の安全な食材を使って頂けると嬉しいです。
⑪所有を望まない農地の売買の促進をしてはいかがか。農地版の空き家バンク。
⑫現場（農家、農協、流通、販売者）の声を直接聞くことが重要だと感じた。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）
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